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完全給食を調査・検討
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３
月
定
例
会
は
、
２
月
　
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で
　
日
間
の

１９

１２

２２

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
　
㌻
～
　
㌻
に
掲
載
）
に

１１

１９

は
９
人
が
登
壇
し
、
学
校
給
食
問
題
や
産
業
振
興
策
な
ど
幅
広

く
町
政
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
に
関
す
る
条
例
や
社
会
福
祉

憲
章
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
４
件
、
補
正
予

算
６
件
、
新
年
度
予
算
　
件
な
ど
を
含
む
　
件
を
提
案
。
総
額

１０

２４

１
１
４
億
円
の
新
年
度
予
算
は
４
日
間
の
予
算
特
別
委
員
会
で

の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
の
議
員
の
選
挙

の
実
施
、
委
員
７
人
で
構
成
す
る
「
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員

会
」
の
設
置
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

平成２５年度の実施目指す

ランチボックス制度導入を見送ランチボックス制度導入を見送りり

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め

真
に
望
む
完
全
給
食
を
調
査
・
検
討

　
３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
　１９

日
、
平
成
　
年
度
の
施
政
方
針

２１

と
教
育
行
政
に
関
す
る
所
信
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
町
長
が
施
政
方
針

で
述
べ
た
「
保
護
者
が
真
に
望

む
完
全
給
食
に
つ
い
て
、
今
後
、

調
査
・
検
討
を
進
め
る
」
と
い

う
発
言
と
、
教
育
委
員
長
が
教

育
行
政
に
関
す
る
所
信
で
述
べ

た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
事
業

採
算
性
を
考
慮
し
、
ラ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
実
施
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
た
」
と
い
う

発
言
に
対
し
、
議
論
が
集
中
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お

実
施
に
つ
い
て
、
今
後
、
調
査
・

検
討
を
進
め
る
」
と
の
方
向
性

を
示
し
ま
し
た
。

　
馬
場
教
育
委
員
長
は
、
教
育

行
政
に
関
す
る
所
信
の
中
で

「
学
校
給
食
に
準
じ
る
弁
当
配

達
制
度
（
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
　
月

２０

１２

議
会
で
『
平
成
　
年
度
の
２
学

２１

期
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
、
調

査
検
討
す
る
』
と
述
べ
て
き
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
詳
細

な
分
析
の
結
果
、
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
を
毎
日
利
用
し
た
い
と
い

う
希
望
者
は
１
３
８
７
人
中
２

５
５
人
で
　
・
４
％
と
い
う
状

１８

況
で
あ
り
、
事
業
採
算
性
の
課

題
も
考
慮
し
、
実
施
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
た
」
と
表
明
し

ま
し
た
。

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
沼
崎
町
長
は
、
施
政
方
針
の

中
で「
学
校
給
食
に
つ
い
て『
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
を
平
成
　２１

年
度
の
実
施
を
目
指
し
、
調
査

検
討
す
る
』
と
述
べ
て
き
た
が
、

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
保
護
者
の
多
く

は
、
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
よ

り
も
完
全
給
食
を
切
望
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
先
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
学
校
給
食
に
つ
い

て
初
め
て
町
が
保
護
者
に
問
い

か
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

結
果
を
 真
  摯
 に
受
け
止
め
、
保

し
ん
 
し

護
者
が
真
に
望
む
完
全
給
食
の

第１回定例会の様子（織笠第１回定例会の様子（織笠小小
学校６年生が傍聴しました学校６年生が傍聴しました））
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３月定例会のあらまし

一
般
会
計
当
初
予
算
は
お
よ
そ
 　
億
円

64

　
本
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
な
ど
　
会
計
で
お
よ
そ
１

１０

１
４
億
円
の
平
成
　
年
度
予
算

２１

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

４
日
間
に
及
ぶ
審
議
の
末
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　６３

億
８
２
３
３
万
円
。
前
年
度
に

対
し
金
額
で
３
７
１
４
万
円
、

０
・
６
％
減
の
マ
イ
ナ
ス
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
予
算
は
▽
徹
底
し

た
行
政
改
革
と
堅
実
な
財
政
運

営
▽
発
展
計
画
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
必
要
な
財
源
の

確
保
▽
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
均
衡
▽
限
ら
れ
た
財
源
の

効
率
的
な
運
用
な
ど
で
財
源
不

足
額
を
圧
縮
す
る
こ
と
事
事
を

　
大
幅
な
修
正
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
議
員
か
ら
は
「
本

年
度
か
ら
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
制

度
に
よ
る
給
食
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
た
」「
な
ぜ

今
ご
ろ
完
全
給
食
な
の
か
」「
完

全
給
食
に
す
る
べ
き
だ
」「
確
実

な
実
施
を
期
待
す
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
愛
情
弁
当
」
に

こ
だ
わ
っ
て
き
た
背
景
と
し
て

「
完
全
給
食
を
実
施
す
る
に
は
、

施
設
の
建
設
、
そ
の
後
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
莫
大
な
予

算
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

学
校
給
食
に
か
か
わ
る
経
過

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
急

速
に
核
家
族
化
が
進
み
、
両
親

共
働
き
の
家
庭
が
増
え
た
こ
と

で
、
保
護
者
か
ら
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
完
全
給
食
を
実
施
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

議
員
か
ら
も
「
完
全
給
食
で
は

な
く
て
も
希
望
者
へ
配
食
す
る

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
会
で

２０

の
町
長
所
信
表
明
で
「
ラ
ン
チ

財
政
計
画
と
の
整
合
性
が
前
提

い
こ
と
か
ら
、
財
政
上
の
問
題

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
た
も

の
と
受
け
止
め
て
き
た
。
区
画

整
理
事
業
の
着
実
な
推
進
、
公

共
下
水
道
山
田
地
区
の
環
境
整

備
な
ど
大
き
な
課
題
も
あ
る
。そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
回
の
結
論

に
達
し
た
の
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、町
は「
平
成
　
年
度
か

２３

ら
始
ま
る
第
８
次
総
合
発
展
計

画
後
期
計
画
に
盛
り
込
み
、
財

政
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
推
進
す
る
こ
と
が
前
提
で

あ
る
が
、
実
施
に
向
け
努
力
し

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

学校で食べる初めての給食（大浦小学校１年生）

　
学
校
給
食
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
幾
度
と
な
く
議
論
さ
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
町

は
「
親
の
愛
情
弁
当
が
望
ま
し

い
」
と
の
判
断
で
、
完
全
給
食

実
施
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
何
度
も
議
員
か
ら
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
は
「
実

施
に
関
わ
る
建
設
費
用
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
を
考
え
る

と
困
難
で
あ
る
」
と
、
一
貫
し

た
答
弁
を
し
て
き
ま
し
た
。

基
本
と
し
て
、
財
政
運
営
の
堅

実
さ
を
保
ち
つ
つ
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
、
第
８
次
総

合
発
展
計
画
４
年
目
の
重
要
な

編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
道
路
維
持
費
お
よ
び
新
設
改

　
良
費
　
１
億
５
３
１
２
万
円

▽
土
地
区
画
整
理
費

　
　
　
　
　
３
億
８
６
９
万
円

▽
下
水
道
総
務
費

　
　
　
　
２
億
４
２
６
４
万
円

▽
障
害
者
福
祉
費

　
　
　
　
３
億
２
１
０
０
万
円

ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
調
査
・
検
討

を
実
施
す
る
」
と
方
向
性
を
示

し
、
同
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、

教
育
委
員
会
が
「
早
く
て
も
平

成
　
年
２
学
期
か
ら
の
実
施
と

２１
な
る
」
と
具
体
的
な
時
期
を
示

し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
定
例
会

で
「
平
成
　
年
度
か
ら
予
定
し

２１

て
い
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
制
度

の
実
施
を
見
送
り
、
完
全
学
校

給
食
に
つ
い
て
平
成
　
年
度
の

２５

実
施
に
向
け
調
査
・
検
討
を
進

め
る
」
と
大
幅
な
修
正
が
な
さ

れ
ま
し
た
。



議決議案
ダイジェスト
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条　例　関　係
■山田町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を制定

　平成２１年度における介護報酬の改定に伴い、介護保

険料の急激な上昇を抑制するため、国から交付を受け

る介護従事者処遇改善臨時特例交付金を財源とする基

金を造成するため、条例を制定しました。

■山田町個人情報保護条例の一部を改正する条例

　統計報告調査法の廃止に伴い、個人情報保護条例の

中で使用している用語を引用している場合については、

これを改正する必要が生じたことから、関係条例の整

備を行いました。

■山田町社会福祉憲章条例の一部を改正する条例

　中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後

の支援に関する法律の施行に伴い、関係条例の整備を

行いました。

■山田町介護保険条例の一部を改正する条例

　平成２１年度から平成２３年度までを計画期間とする第

４期介護保険事業計画に基づいた介護給付費見込みに

基づき、関係条例の整備を行いました。

一　般　議　案
■岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の増減及び規約の一部変更の協議に関し議決を求め

ること

　岩手中部地区広域市町村圏行政組合の解散に伴う脱

退と、新たに盛岡地区衛生処理組合が加入し、その事

務を岩手県市町村総合事務組合で共同処理することに

伴い、規約の一部改正を行いました。

■山田町の辺地に係る総合整備計画を定めること

　辺地に係る総合整備計画について、岩手県との協議

が整ったことに伴い、財政上の特別措置を受けられる

ようにするため、整備計画を定めました。

■公の施設の指定管理者の指定

　山田町林産物展示販売施設の指定管理者に山田町特

産品販売協同組合を指定しました。

予　算　関　係
【平成２０年度】

■一般会計補正予算（第７号）

　２,７０９万円を減額。総額７２億７,２９４万円。

■国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

３２６万円を減額。総額２６億８,０８５万円。

■介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

３,３６６万円を追加。総額１４億１,２３９万円。

■簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

４００万円を減額。総額８,４６４万円。　

■漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号）

　６１万円を減額。総額１億４,７８６万円。

■公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

　２１万円を減額。総額４億６４７万円。

【平成２１年度】

■一般会計と特別会計など総額１１４億円の当初予算が決

まりました。

議員発議・その他
■山田町議会会議規則の一部を改正する規則

　これまで任意で活動していた全員協議会と常任委員

協議会を公の会議の場として定めました。

■山田町議会の議員の定数に関すること

　議会の議員定数（現行１８人）について、山田町議会

議員定数検討委員会を設置し、平成２２年３月３１日まで

の期間で検討するものです。委員に選出された７人は

次のとおりです。

委 員 長　道又　秀悦　　

副委員長　三ヶ尻隆雄

委　　員　稲川　勝憲、佐藤　照彦、木下志き子

　　　　　阿部　幸一、生駒　利治

　
第
１
回
臨
時
会

が
２
月
３
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
町

か
ら
は
、
製
造
業

を
中
心
に
雇
用
情

勢
が
急
速
に
悪
化

し
た
こ
と
に
対
応

す
る
た
め
、
臨
時

職
員
雇
用
賃
金
や

町
中
小
商
工
業
金

融
対
策
基
金
へ
の

積
立
金
な
ど
の
専

決
処
分
１
１
３
６

万
円
と
、
国
に
お

け
る
生
活
対
策
や

生
活
防
衛
の
た
め

の
緊
急
対
策
と
し

て
、
定
額
給
付
金

事
業
お
よ
び
子
育

第１回
臨時会

景気悪化に対応し臨時職員を雇用

一般会計に5億3,820万円を追加

選　　　　　挙
■岩手県後期高齢者医療広域連合の議会の議員の選挙

　岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員の選出方法

が改正され、各市町村から町長あるいは町議会議員の

中から１人選出することになったことに伴い、投票によ

る選挙を行った結果、山﨑幸男議員が選出されました。

人　事　案　件
■人権擁護委員の候補者を推薦

　人権擁護委員の候補者として

八木善政さん（６４）＝織笠＝を

推薦しました。

　同委員は、人権相談や人権思

想の普及・啓発などを行います。 八木 善政 さん
よしまさ

て
応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
が
実
施
さ

れ
る
見
込
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
方

再
生
戦
略
と
し
て
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
臨
時
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
伴
う
補
正
予
算
５
億
２
６
８
４
万
円

（
年
度
内
に
完
了
で
き
な
い
た
め
、
全

事
業
と
も
平
成
　
年
度
に
繰
り
越
し
）

２１

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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平平成成２２１１年年度度のの
所所管管事事務務調調査査テテーーママ決決定定

担当部署から現状などの聞き取りを実施

　議会には、総務、教育民生、産業建設の３常任委員会があり、毎年、それぞれ

テーマを決めて本会議が閉会中でも継続して調査を行っています。調査は委員会

が担当する役場の部署の事務・事業の調査や先進地視察などを行うものです。３

月定例会中に２１年度のテーマが次のとおり決まりましたので紹介します。

総
①　機構改革の成果と課題について

②　地上デジタルテレビ放送への対応について

③　町財政の現状と課題について

④　第８次総合発展計画の進捗状況について

⑤　町税の収納状況及び納税貯蓄組合の現状

と課題について

⑥　救急及び火災等緊急時の対応と課題につ

いて

消防防災課から説明を受け消防防災課から説明を受けるる
総務常任委員（昨年の様子総務常任委員（昨年の様子））

①　介護保険の現状と課題について

②　社会福祉施設の管理運営について

③　町民の医療と健康について

④　国民健康保険事業の運営について

⑤　環境、廃棄物処理、リサイクルについて

⑥　学校教育施設の管理運営について

⑦　中高連携教育について

⑧　学校給食について

豊間根中学校で説明を受け豊間根中学校で説明を受けるる
教育民生常任委教育民生常任委員員
（昨年の様子（昨年の様子））

①　観光振興の現状と課題について

②　畜産振興と 堆  肥 センターの現状と課題について
たい ひ

③　柳沢北浜地区土地区画整理事業の進捗状況につ

　いて

④　町道及び排水施設の現状と課題について

⑤　下水道事業による整備状況について

⑥　水道事業施設の改良整備について

⑦　地域産業の活性化策について

担当課から説明を受け担当課から説明を受けるる
産業建設常任委産業建設常任委員員
（昨年の様子（昨年の様子））

（５）

平成２１年度平成２１年度のの
所管事務調査テーマ決所管事務調査テーマ決定定

務 常 任 委 員 会 教 育 民 生 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会



岩手県やまだ議会だよりＮｏ． １２４  平成２１年４月１５日発行

総括
質疑平成２１年４月１日から３年間、山田町特

産品販売協同組合を指定管理者として指
定しました（道の駅）

 問
　
一
般
会
計
予
算
が
減
っ
て

い
る
。
町
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
後
退
し
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
　
身
の
丈
に
あ
っ

た
財
政
規
模
に
し
て
き
た
。
全

体
を
見
れ
ば
町
民
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
は
な
い
。

 問
　
平
成
　
年
度
決
算
を
ピ
ー

１３

ク
に
マ
イ
ナ
ス
予
算
を
組
み
続

け
、
単
年
度
予
算
規
模
で
お
よ

そ
　
億
円
の
圧
縮
を
し
て
き
た

３４
が
、
今
後
の
推
移
は
。

町
長
　
平
成
　
年
度
の
決
算
に

１３

つ
い
て
は
、
異
常
な
決
算
規
模

行
政
サ
ー
ビ
ス

後
退
し
て
る
か

予
算
減
の
連
続

今
後
の
推
移
は

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
国

か
ら
話
が
あ
り
、
当
初
３
年
計

画
で
建
設
予
定
の
山
田
中
学
校

を
２
年
で
実
施
し
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
と
考
え
る
。

　
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
国
の

交
付
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。
昔
の
よ
う

な
右
肩
上
が
り
の
時
代
は
来
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
く
。

 問
　
道
の
駅
「
山
田
町
林
産
物

展
示
販
売
施
設
」
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
か
か
わ
る
債
務
負

担
行
為
３
年
の
意
味
は
。

副
町
長
　
会
計
は
単
年
度
収
支

が
原
則
で
あ
る
。
債
務
負
担
行

道
の
駅
に
か
か
わ
る

債
務
負
担
行
為
の
意
味

為
と
は
、
２
年
以
上
に
わ
た
る

事
業
な
ど
を
行
う
場
合
に
、
議

会
の
議
決
を
得
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
道
の
駅
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
の

委
託
期
間
で
議
決
を
得
て
い
る

こ
と
か
ら
、
３
年
間
の
予
算
の

裏
付
け
が
必
要
に
な
る
。

 問
　
県
立
山
田
病
院
の
医
師
確

保
に
進
展
は
あ
っ
た
か
。
地
元

医
師
と
連
携
を
図
り
、
地
域
医

療
を
守
っ
て
ほ
し
い
が
。

保
健
福
祉
課
　
山
田
病
院
、
地

元
医
師
、
町
を
交
え
て
懇
談
会

な
ど
を
し
て
い
る
。
地
域
医
療

を
守
る
た
め
、
行
政
も
側
面
か

ら
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

地
元
医
師
と
連
携
し

地
域
医
療
の
確
保
を

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
やややややややややややややややややややや
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層
のののののののののののののののののののの
努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
をををををををををををををををををををを
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

よ
り
一
層
の
努
力
を
求
め
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
　
日
ま

１２

で
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
初
日
に
は
、
委
員
長
に
山
﨑
幸
男
委
員
を

選
出
。
４
日
間
に
わ
た
り
一
般
会
計
や
介
護
保
険

特
別
会
計
な
ど
　
会
計
の
平
成
　
年
度
当
初
予
算

１０

２１

を
審
議
し
ま
し
た
。
財
政
問
題
や
産
業
振
興
策
な

ど
、
会
計
ご
と
に
委
員
か
ら
数
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
そ
の
審
議
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

予算特別委員会

（６）
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 問
　
住
み
や
す
く
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

若
い
人
た
ち
の
流
出
を
防
ぐ
も

の
で
あ
る
と
思
う
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

保
健
福
祉
課
　
人
口
減
少
の
歯

止
め
策
は
、
総
合
的
な
施
策
の

展
開
が
前
提
で
あ
る
。
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
、
保
育
料
軽

減
を
考
え
て
い
る
。
予
算
が
成

立
す
れ
ば
軽
減
率
は
県
内
で
上

か
ら
　
番
目
く
ら
い
と
な
る
。

１０

直
接
的
支
援
の
ほ
か
、
子
育
て

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
た
い
。

若
者
の
流
出
防
ぐ
た
め

さ
ら
な
る
努
力
必
要
で
は

 問
　
職
員
が
外
に
出
る
こ
と
は

大
事
で
あ
る
。
職
員
の
数
が
減

れ
ば
減
る
ほ
ど
地
域
に
入
る
こ

と
が
大
事
に
な
る
と
思
う
が
。

総
務
課
　
職
員
数
は
年
々
減
っ

て
い
る
が
、
事
務
量
は
増
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

と
の
か
か
わ
り
は
重
要
に
な
る

と
感
じ
て
い
る
。

　
職
員
は
健
康
に
注
意
し
、
町

の
発
展
の
た
め
努
力
し
た
い
。

 問
　
完
全
給
食
に
か
か
わ
る
財

職
員
数
減
る
ほ
ど

地
域
に
入
る
べ
き

保
育
園
な
ど
の
民
営
化

削
減
さ
れ
る
財
源
は

源
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
の
民

営
化
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
で

あ
る
。
保
育
料
の
軽
減
も
民
営

化
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
財
源
を

充
当
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

保
育
園
な
ど
の
民
営
化
で
、
ど

れ
く
ら
い
の
財
源
が
削
減
さ
れ
、

ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
。

副
町
長
　
完
全
給
食
に
か
か
わ

る
問
題
は
、
平
成
　
年
度
の
実

２５

施
に
向
け
た
施
設
建
設
の
財
源

調
整
と
建
設
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
で
あ
る
。
財
源
確
保
に

つ
い
て
は
、　

年
度
に
保
育
園

２２

１
園
の
民
営
化
を
実
施
、　

年
２３

度
に
児
童
館
を
健
全
育
成
型
に

移
行
す
る
。
時
期
は
未
定
で
あ

る
が
、
教
育
委
員
会
で
は
幼
稚

園
の
廃
園
も
検
討
し
て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
の
町
職
員
人
件

２１

費
が
約
９
０
０
０
万
円
の
減
少

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
を
財
源
に
充
て
、
建
設
費
用

に
つ
い
て
は
、
第
８
次
後
期
計

画
に
計
上
し
て
い
く
。

 問
　
自
立
す
る
町
を
つ
く
っ
て

い
く
に
は
、
住
民
協
働
は
大
事

で
あ
る
。
町
民
と
職
員
の
資
質

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
。

町
長
　
昔
の
よ
う
に
地
域
で
で

き
る
こ
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
協
働
は

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

住
民
協
働
は
大
事

町
民
・
職
員
資
質
向
上
を

平成2 1 年度 予 算額

◆一般会計　６３億 ８ , ２３３万円

◆特別会計など

24億4,460万円国民健康保険

1億5,273万円後期高齢者医療

1,151万円老　人　保　健

14億2,977万円介　護　保　険

280万円
介　護　保　険
（サービス事業勘定）

8,586万円簡易水道事業

1億4,175万円
漁　業　集　落

排水処理事業

4億271万円公共下水道事業

収益的支出  ２億８,４６９万円
資本的支出  １億３,０２６万円

水　道　事　業

民生費（福祉の向上のために使われる経費）  ………………… 239,044円
公債費（事業を行うため借りたお金の返済に充てる経費） … 159,952円
土木費（道路の整備や区画整理事業に使われる経費）   …… 123,305円
総務費（一般事務費などに使われる経費）  …………………… 114,646円
教育費（小中学校の管理や社会教育に使われる経費）  ……… 74,450円
衛生費（各種検診やごみ処理に使われる経費）  ……………… 63,535円
農林水産業費（農林水産業の振興に使われる経費）  ………… 32,743円
その他（消防費、議会費、商工費など）  ……………………… 77,162円
合　計（１世帯当たり）  ………………………………………… 884,837円

１世帯当たりの一般会計歳出予算額（21年３月１日現在　7,213世帯）

参 考

（７）

歳入 歳出

民生費
27.0％

総務費
13.0％

土木費
13.9％

公債費
18.1％

その他 7.0％

国庫支出金
　　7.7％

　　町債 6.3％

県支出金 7.1％

      繰入金
9.3％

町　税
17.6％

地方交付税
45.0％

農林水産業費 3.7％

教育費

衛生費
7.2％

消防費 5.5％

議会費、商工費、その他 3.2％
（計 100.0）

（計 100.0）

8.4％
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 問
　
法
人
税
を
　
％
減
と
見
積

３７

も
っ
た
根
拠
は
。

税
務
会
計
課
　
現
在
の
経
済
状

況
を
考
え
、
歳
入
欠
陥
と
な
ら

な
い
よ
う
厳
し
く
見
た
結
果
で

あ
る
。

 問
　
収
納
率
達
成
の
た
め
、
力

を
入
れ
る
点
は
。

税
務
会
計
課
　
県
の
特
別
滞
納

整
理
機
構
と
連
携
し
て
、
悪
質

滞
納
者
・
長
期
滞
納
者
へ
の
対

応
を
進
め
る
。

　
平
成
　
年
度
は
１
２
２
人
に

２０

納
税
催
告
を
し
て
、
そ
の
う
ち

２
人
か
ら
完
納
さ
れ
、　

人
が

５３

分
納
に
結
び
つ
い
た
。
で
き
れ

ば
課
内
で
対
応
し
た
い
が
、
悪

質
な
場
合
は
滞
納
整
理
機
構
に

お
願
い
す
る
。

法
人
税
　

％
減
の

３７

見
積
も
り
根
拠

収
納
率
達
成
の
た
め

力
を
入
れ
る
点
は

 問
　
納
税
貯
蓄
組
合
の
補
助
金

が
改
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

組
合
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

税
務
会
計
課
　
平
成
　
年
　
月

１６

１２

に
現
行
の
事
務
経
費
と
し
て
補

助
し
て
き
た
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
も
あ
り
、
組
合
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
補

助
単
価
も
上
げ
た
。
町
と
し
て

組
合
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い

が
、
組
合
で
人
数
を
増
や
す
努

力
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

 問
　
三
陸
鉄
道
財
政
支
援
補
助

金
の
内
容
は
。

総
務
課
　
経
営
改
善
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
　
年
か
ら
５
年
間

２１

実
施
す
る
。
沿
線
８
市
町
村
と

沿
線
外
で
は
負
担
割
合
が
違
う

が
、
本
町
は
沿
線
外
で
あ
り
、

単
年
度
で
　
万
円
補
助
す
る
。

８０

　
事
業
内
容
は
、
主
に
施
設
整

備
分
で
あ
る
。

 問
　
国
土
調
査
事
業
が
マ
イ
ナ

納
税
貯
蓄
組
合
を

増
や
す
取
り
組
み
は

三
鉄
財
政
支
援
の

補
助
金
内
容
は

国
土
調
査
事
業
の

実
施
面
積
減
か

ス
予
算
と
な
っ
た
が
、
実
施
す

る
調
査
面
積
が
減
る
か
。

企
画
財
政
課
　
国
土
調
査
は
　１０

年
ご
と
の
計
画
で
進
み
、
平
成

　
年
度
が
第
５
次
計
画
の
最
終

２１年
。
対
象
は
、
小
谷
鳥
地
区
の

２
４
５
筆
、
０
・
　
平
方
㌔
。

２８

　
平
成
　
年
度
か
ら
第
６
次
計

２２

画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
国
で

は
、
地
権
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
山
林
な
ど
の
調
査
を

現
地
で
は
な
く
衛
星
写
真
を

使
っ
て
会
議
室
で
実
施
す
る
方

法
も
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
高
規
格
道
路
整
備
な

ど
国
直
轄
事
業
に
合
わ
せ
て
実

施
す
る
方
法
も
検
討
し
て
い
る

よ
う
な
の
で
期
待
し
た
い
。

 問
　
経
済
危
機
に
よ
る
景
気
の

悪
化
に
伴
い
、
生
活
保
護
世
帯

は
増
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
申

請
件
数
と
受
理
し
な
か
っ
た
件

数
、
理
由
は
。

保
健
福
祉
課
　
２
月
末
現
在
、

１
９
３
世
帯
２
８
８
人
、
昨
年

８
月
の
実
績
は
、
１
９
３
世
帯

２
８
９
人
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
１
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は

　
件
、
決
定
　
件
、
取
り
下
げ

２４

１７

２
件
、
却
下
４
件
で
あ
る
。
審

査
に
つ
い
て
は
、
県
が
判
断
し

生
活
保
護
世
帯
は

増
え
て
い
る
か

三陸鉄道の経営改善が期待されます（宮古駅ホーム）

■
黒
沢
一
成
 議
員

　
一
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の

た
め
、
一
日
も
早
い
実
施
が
望

ま
れ
て
い
た
町
道
前
須
賀
タ
ブ

の
木
荘
線
の
歩
道
設
置
事
業
が
、

先
延
ば
し
さ
れ
た
こ
と
。

　
一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

受
け
止
め
完
全
給
食
実
施
の
検

討
を
す
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

本
年
の
２
学
期
よ
り
実
施
す
る

考
え
で
進
め
て
い
た
ラ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
方
式
の
給
食
を
断
念

し
た
こ
と
。

　
こ
の
二
つ
が
結
果
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
な
か
っ
た
本
予
算
に

反
対
す
る
。

■
佐
藤
照
彦
 議
員

　
以
下
の
理
由
で
反
対
す
る
。

　
財
政
難
を
理
由
に
町
独
自
の

施
策
を
後
退
さ
せ
、
貧
困
と
格

差
か
ら
住
民
を
守
る
対
策
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
。

　
人
口
減
、
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
積
極
的
な
対
策
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
。

　
町
民
所
得
を
向
上
さ
せ
る
積

極
的
な
予
算
と
い
え
ず
、
地
場

産
業
の
振
興
を
図
る
施
策
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
。

　
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
公

民
館
活
動
、
図
書
館
活
動
が
弱

体
化
し
、
高
い
水
準
の
文
化
を

地
域
住
民
が
享
受
す
る
点
で
不

十
分
で
あ
る
こ
と
。

反
対
討
論

（８）

一般
会計
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て
決
定
し
て
い
る
が
、
却
下
の

理
由
と
し
て
は
、
土
地
な
ど
の

財
産
が
あ
る
た
め
当
面
生
活
で

き
る
と
判
断
し
た
も
の
、
若
い

人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
仕
事
を

す
る
よ
う
指
導
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
思
う
。

 問
　
旧
山
田
病
院
を
活
用
し
て
、

内
科
医
が
開
業
で
き
る
よ
う
に

し
て
は
。

保
健
福
祉
課
　
医
師
確
保
に
つ

い
て
は
、
町
民
に
と
っ
て
最
も

旧
山
田
病
院
活
用
し

内
科
を
開
業
し
て
は

関
心
が
あ
る
問
題
だ
と
思
う
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
町
と

し
て
検
討
し
た
い
。

 問
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
事
務

移
管
し
て
い
る
分
を
町
で
行
え

な
い
か
。

保
健
福
祉
課
　
町
か
ら
移
管
し

て
い
る
も
の
は
、
社
会
福
祉
関

連
６
団
体
の
事
務
で
あ
る
。
地

域
福
祉
・
社
会
福
祉
活
動
な
ど
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
考

え
る
。

社
協
事
務
移
管
分

町
で
で
き
な
い
か

問
　
社
協
を
役
場
だ
と
思
っ
て

い
る
町
民
も
多
い
の
で
は
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
費
も

任
意
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

別
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
説
明

す
る
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
　
誤
解
の
あ
る
部

分
は
町
民
に
周
知
し
て
い
く
。

　
会
費
は
任
意
で
あ
る
が
、
社

会
福
祉
事
業
を
展
開
す
る
た
め

に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
も
理
解

し
て
ほ
し
い
。

 問
　
市
町
村
総
合
補
助
金
で
実

施
す
る
事
業
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
　
山
田
の
魅
力
発

信
実
行
委
員
会
が
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
。
カ
キ
ま
つ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
島
ま
つ
り
、
秋
ま
つ
り
、

う
ん
め
ー
ご
っ
つ
お
ー
発
信
事

業
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作

事
業
の
５
本
で
あ
る
。

 問
　
本
年
度
復
活
す
る
ア
サ
リ

ま
つ
り
の
事
業
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
　
５
月
　
日
の
１

２４

日
の
み
の
開
催
で
あ
る
。
場
所

は
織
笠
川
河
口
、
募
集
人
数
は

３
０
０
０
人
で
、
は
が
き
に
よ

市
町
村
総
合
補
助
金
で

実
施
す
る
内
容
は

ア
サ
リ
ま
つ
り
の

事
業
の
内
容
は

る
予
約
制
と
し
た
い
。

 問
　
町
道
長
林
大
浦
線
が
計
画

よ
り
早
く
完
成
す
れ
ば
、
前
須

賀
タ
ブ
の
木
荘
線
の
歩
道
設
置

を
早
め
る
と
聞
い
て
い
た
が
。

地
域
整
備
課
　
国
の
補
助
が
な

け
れ
ば
実
施
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
計
画
ど
お
り
平
成
　
～
　

２２

２４

年
度
で
実
施
し
た
い
。

 問
　
消
防
分
団
の
区
割
り
が
行

政
区
と
異
な
る
が
、
同
じ
に
す

べ
き
で
は
。

町
長
　
分
団
同
士
で
話
し
合
う

こ
と
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
町

と
し
て
も
検
討
し
た
い
。

 問
　
学
校
教
育
相
談
員
が
増
え

る
が
、
ど
こ
に
配
置
す
る
か
。

教
育
委
員
会
　
特
別
教
育
支
援

員
が
１
人
か
ら
３
人
に
な
る
。

発
達
障
が
い
や
不
登
校
な
ど
、

支
援
の
必
要
な
子
供
が
い
る
学

校
で
、
特
別
支
援
学
級
が
な
い

学
校
に
派
遣
し
た
い
。

前
須
賀
タ
ブ
の
木
荘
線

歩
道
設
置
早
め
る
か

消
防
団
の
区
割
り

行
政
区
と
同
じ
に

学
校
教
育
相
談
員

配
置
先
は
ど
こ
か

５月２４日に待望の復活!!　アサリまつり
（平成１８年４月２９日に開催された様子）

賛
成
討
論

■予算特別委員会

■
豊
間
根
　
信
 議
員

　
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
町

た
ば
こ
税
な
ど
大
幅
な
減
収
が

見
込
ま
れ
、
町
民
の
収
入
も
減

少
し
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
認
識
し
１
０
０
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
未
曾
有
の
経

済
危
機
に
対
し
、
柔
軟
な
姿
勢

を
も
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
む

姿
が
見
え
る
。
財
政
健
全
化
策

も
重
要
で
あ
る
が
　
年
後
の
ビ

１０

ジ
ョ
ン
を
示
し
町
民
が
夢
を
も

て
る
投
資
的
経
費
の
投
入
も
重

要
で
あ
る
。
今
こ
そ
町
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
と
お
り
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
医
師
対
策
、

産
業
活
性
化
、
雇
用
問
題
な
ど

に
汗
を
流
す
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
稲
川
勝
憲
 議
員

　
継
続
事
業
の
土
地
区
画
整
理

事
業
や
山
田
処
理
区
の
公
共
下

水
道
の
ほ
か
に
、
仮
称
「
山
田

町
商
工
業
懇
話
会
」
の
立
ち
上

げ
な
ど
新
規
事
業
が
数
多
く
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
学
校
給
食
の
ラ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
方
式
導
入
の
公
約
か

ら
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を

前
提
に
、
平
成
　
年
度
の
完
全

２５

給
食
の
実
施
に
む
け
て
大
き
く

方
向
性
を
転
換
し
た
。
大
変
重

い
決
断
を
し
た
町
長
に
敬
意
を

表
す
る
。

　
町
長
以
下
職
員
の
創
意
と
工

夫
、
努
力
を
お
願
い
し
賛
成
討

論
と
す
る
。
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 問
　
出
産
育
児
一
時
金
の
予
算

が
増
と
な
る
理
由
は
。

住
民
生
活
課
　
本
年
１
月
１
日

か
ら
３
万
円
上
が
っ
て
　
万
円

３８

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
で
あ

る
。
さ
ら
に
　
月
か
ら
４
万
円

１０

上
が
る
。

 問
　
介
護
施
設
開
設
へ
の
補
助

は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
　
建
設
費
に
対
し

国
か
ら
１
５
０
０
万
円
の
補
助

が
交
付
さ
れ
る
。

問
　
本
町
で
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
建
設
し
た
実
績
は
。

保
健
福
祉
課
　
過
去
に
２
件
あ

る
。
小
規
模
多
機
能
施
設
の
開

設
時
に
は
、
単
年
度
の
ソ
フ
ト

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。

出
産
育
児
一
時
金

増
と
な
る
理
由
は

介
護
施
設
開
設

補
助
は
あ
る
か

 問
　
大
浦
簡
水
の
改
修
に
よ
り

漏
水
は
解
消
さ
れ
る
か
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
は
単
年
度

で
実
施
で
き
る
か
。

水
道
事
業
所
　
単
年
度
で
実
施

し
、
石
綿
管
１
５
１
０
㍍
の
う

ち
１
１
０
０
㍍
の
改
修
を
行
う
。

漏
水
に
つ
い
て
は
、
解
消
さ
れ

る
と
思
う
。

問
　
大
浦
本
通
り
線
の
舗
装
も

一
緒
に
や
っ
て
ほ
し
い
が
。

水
道
事
業
所
　
施
工
の
幅
が
あ

る
が
、
地
域
整
備
課
と
協
議
し

大
浦
簡
水
改
修
で

漏
水
解
消
す
る
か

て
い
き
た
い
。

 問
　
公
共
下
水
道
山
田
地
区
の

一
部
供
用
開
始
は
、
計
画
ど
お

り
平
成
　
年
度
で
い
い
か
。

２７

地
域
整
備
課
　
第
８
次
の
後
期

計
画
は
、
区
画
整
理
事
業
を
第

一
と
考
え
て
い
る
が
、
新
た
に

学
校
給
食
も
入
っ
て
く
る
。
今

後
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
決

断
し
た
が
、
海
も
な
い
が
し
ろ

に
で
き
な
い
。
で
き
る
だ
け
　２７

年
に
一
部
だ
け
で
も
供
用
開
始

公
共
下
水
道
山
田
地
区

計
画
通
り
併
用
開
始
か

す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
実
施
に
向
け
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
一
緒
に
な
っ
て
頑
張

り
た
い
。

問
　
各
地
区
の
普
及
率
を
　
％
７０

台
に
上
げ
る
努
力
を
。

副
町
長
　
漁
業
が
基
盤
産
業
で

あ
り
、
海
を
大
事
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
及
率

の
向
上
が
海
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
も
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
努
力
し
た
い
。

 問
　
山
田
の
未
給
水
地
区
は
解

消
さ
れ
た
か
。

水
道
事
業
所
　
広
い
範
囲
で
考

え
る
と
解
消
さ
れ
た
が
、
地
区

で
見
る
と
、
内
野
、
落
合
、
山

谷
地
区
が
残
る
。
地
区
の
状
況
、

財
政
の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問
　
未
給
水
地
区
に
つ
い
て
は
、

水
の
心
配
が
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
が
。

水
道
事
業
所
　
世
界
的
に
環
境

が
変
化
し
て
い
る
。
山
田
も
例

外
で
は
な
く
、
水
量
は
昔
に
比

べ
る
と
減
っ
て
い
る
。
水
不
足

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
各
地
区

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

未
給
水
地
区
は

解
消
さ
れ
た
か

大浦簡水石綿管の布設替えに併せて、
本通り線の舗装整備が望まれています

■予算特別委員会

公共下水道施設漁業集落排水処理施設事　業

船 越 地 区田 の 浜 地 区大 沢 地 区大 浦 地 区地　区

水洗化率接 続 率水洗化率接 続 率水洗化率接 続 率水洗化率接 続 率区　分

38.139.036.636.744.845.175.999.0１６年度

41.542.538.038.146.346.477.699.3１７年度

51.952.841.741.849.149.477.799.3１８年度

54.055.044.945.150.751.078.499.3１９年度

各処理施設の接続率と水洗化率（％）

特別
会計
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議員９人が一般質問

質
問
　「
昨
年
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
保
護
者

の
多
く
は
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方

式
よ
り
完
全
給
食
を
切
望
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
詳
細
な
分
析

の
結
果
、
希
望
者
は
１
３
８
７

人
中
２
５
５
人
と
い
う
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
採
算
性

を
考
慮
し
、
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
た
」
と
あ
る
。

施
設
規
模
、
建
設
主
体
、
運
営

形
態
、
会
計
制
度
な
ど
を
調
査

検
討
、
　

年
度
に
実
施
設
計
、

２３

　
年
度
～
　
年
度
で
建
設
、
　

２３

２４

２５

年
度
か
ら
実
施
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
一
連
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

「
財
政
計
画
」
と
の
整
合
性
が
大

前
提
で
あ
る
。

質
問
　
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ

の
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
小
中

一
緒
が
無
理
な
ら
、
小
学
校
か

ら
で
も
始
め
て
ほ
し
い
が
。

沼
崎
町
長
　
実
施
す
る
な
ら
小

中
学
校
一
緒
に
行
う
。

質
問
　
保
育
料
軽
減
と
保
育
園

の
民
営
化
に
つ
い
て
、
次
の
点

を
問
う
。

①
保
育
料
の
軽
減
率
を
現
行
の

約
　
％
か
ら
　
％
ま
で
引
き

２５

４０

上
げ
、
子
育
て
家
庭
の
負
担

軽
減
を
図
る
と
あ
る
。　

％
４０

ま
で
軽
減
率
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
、
町
の
財
政
負
担
は

ど
の
程
度
増
額
に
な
る
か
。

ま
た
、
そ
の
財
源
は
。

②
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

平
成
　
年
度
の
保
育
園
の
民

２２

営
化
を
検
討
す
る
と
あ
る
が

ど
こ
か
。

沼
崎
町
長
　

①
軽
減
率
を
　
％
ま
で
引
き
上

４０

げ
る
と
、
お
よ
そ
１
６
０
０

万
円
の
増
額
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
保
育
園
の
民
営
化
お
よ

び
児
童
館
の
健
全
育
成
型
移

行
に
伴
う
削
減
経
費
を
充
当

し
た
い
。

②
船
越
保
育
園
か
織
笠
保
育
園

の
い
ず
れ
か
に
決
定
す
る
。

平
成
　
年
度
は
、
引
き
受
け

２１

法
人
の
募
集
を
開
始
、　

年
２２

度
か
ら
民
営
化
を
進
め
る
予

定
で
協
議
し
て
い
く
。

　
私
は
学
校
給
食
推
進
派
で
あ

る
が
、
こ
の
判
断
は
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
保
護

者
が
真
に
望
む
完
全
給
食
の
実

施
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め

る

と

あ

る

が
、
そ

の

ス

ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
概
要
は
。

沼
崎
町
長
　
第
８
次
山
田
町
総

合
発
展
計
画
後
期
計
画
に
盛
り

込
み
た
い
。
平
成
　
年
度
か
ら

２１

　
年
度
に
か
け
て
建
設
場
所
、

２２

町の考えを聞町の考えを聞くく
一般
質問

吉川淑子議員

学校給食

平
成

年
度
実
施
に
向
け
検
討

２５

小
中
学
校
の
完
全
給
食
を
切
望

子育て支援

約
1
6
0
0
万
円
の
増

保
育
料
軽
減
に
よ
る
財
政
負
担
は

みんなで食べるお昼ごはんは
楽しい時間（山田南小学校）
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質
問
　
町
道
織
笠
外
山
線
の
旧

白
石
児
童
館
前
か
ら
田
子
の
木

バ
ス
停
前
ま
で
の
約
８
０
０
㍍

に
、
街
灯
が
５
灯
し
か
設
置
さ

れ
て
お
ら
ず
、
住
民
の
夜
間
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
路
線
は
田
子
の
木

地
区
か
ら
轟
木
小
学
校
へ
通
う

児
童
の
通
学
路
で
あ
り
、
特
に

日
照
時
間
の
短
い
冬
の
下
校
時

の
安
全
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
旧
白
石
児
童
館
前

か
ら
西
へ
１
０
０
㍍
行
っ
た
付

近
の
町
道
脇
に
は
、
防
火
水
槽

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
街
灯
の
設
置
が
無
く
、

仮
に
夜
間
に
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
暗
い
中
で
の

作
業
と
な
り
、
消
火
活
動
な
ど

に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
く
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
街
灯
を
増
設
す
べ
き
と

思
う
が
。

沼
崎
町
長
　
現
地
を
確
認
し
、

必
要
と
判
断
し
た
の
で
、
新
年

度
に
お
け
る
要
望
全
体
の
中
で

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
設
置
し

て
い
く
。

質
問
　
平
成
　
年
４
月
か
ら
新

２１

た
に
始
ま
る
７
種
類
　
品
目
の

１１

廃
棄
物
分
別
収
集
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
資
源

循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
啓

発
を
図
る
と
あ
る
が
、
実
施
ま

で
期
日
が
せ
ま
っ
て
き
た
。
具

体
的
な
Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
示
せ
。

沼
崎
町
長
　
本
年
４
月
か
ら
実

施
す
る
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
品
目

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７

月
か
ら
町
内
各
地
区
で
住
民
説

明
会
を
開
催
し
周
知
を
行
っ
て

い
る
。
説
明
会
の
開
催
に
当
た

り
、
行
政
区
、
自
治
会
、
衛
生

実
践
会
な
ど
の
組
織
を
通
じ
て
、

都
合
の
良
い
日
程
や
会
場
を
設

定
し
、
本
年
２
月
末
ま
で
に
　３８

回
開
催
し
、
延
べ
１
８
０
０
人

に
対
し
て
説
明
し
て
き
た
。
今

後
も
、
３
月
中
に
　
回
程
度
の

１０

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
し
い
分
別
区
分
の

一
覧
表
は
、
３
月
　
日
号
の
広

１５

報
や
ま
だ
の
配
布
に
併
せ
て
、

全
世
帯
に
配
布
す
る
。

　
４
月
か
ら
は
、
国
の
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
活
用
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
分
別
な
ど
の
巡
回
指
導

や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
に
従
事
す
る
不
法
投
棄

廃
棄
物
監
視
指
導
員
の
雇
用
を

予
定
し
て
い
る
。

稲川勝憲議員

ごみ処理

住
民
説
明
会
の
実
施
と
全
戸
チ
ラ
シ
配
布

廃
棄
物
分
別
収
集
の
P
R
方
法

安全対策

必
要
と
判
断
、
調
整
を
図
り
設
置

田
子
の
木
地
区
の
街
灯
増
設

町の考えを聞く

資源ごみ回収の様子（外山地区）



岩手県やまだ議会だよりＮｏ． １２４  平成２１年４月１５日発行（１３）

質
問
　
町
で
は
、
早
け
れ
ば
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
制
度
を
平
成
　２１

年
度
２
学
期
か
ら
実
施
す
る
と

い
っ
て
き
た
が
、
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
今
後
、
完
全
給
食

実
施
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す

る
と
方
向
転
換
し
た
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
あ
り
、

実
施
を
期
待
し
て
い
た
人
も
い

る
の
で
、
中
止
に
対
す
る
説
明

が
必
要
で
は
。

沼
崎
町
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
協
力
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
説
明
し
た

い
。
住
民
に
は
、
広
報
な
ど
を

通
じ
て
報
告
す
る
。

質
問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
べ
き
で
は
。

佐
藤
副
町
長
　
平
成
　
、　

年

２１

２２

度
を
創
設
し
た
。

質
問
　
漁
家
の
生
活
を
守
る
た

め
の
漁
協
だ
と
思
う
が
、
現
状

は
漁
協
を
守
る
こ
と
で
精
一
杯

な
感
じ
を
受
け
る
。
今
こ
そ
行

政
の
力
で
漁
家
を
支
援
す
べ
き

だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
ア

ワ
ビ
事
業
な
ど
へ
の
支
援
を
拡

充
し
て
は
。

内
田
水
産
振
興
主
幹
　
漁
協
を

守
る
の
が
精
一
杯
と
い
う
の
は

そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
地
域

営
漁
計
画
を
も
と
に
頑
張
っ
て

い
る
。
ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
調
査
に
は
協

力
す
る
が
、
種
苗
放
流
は
各
漁

協
で
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

質
問
　
あ
る
漁
協
の
営
漁
計
画

に
は
、
後
継
者
ま
た
は
就
業
意

欲
の
あ
る
漁
業
者
へ
の
支
援
協

力
が
必
要
と
書
い
て
あ
る
。
町

は
漁
業
者
に
対
し
、
近
代
化
資

金
利
子
補
給
な
ど
既
存
の
事
業

以
外
に
新
た
な
支
援
策
を
検
討

し
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
県
の
地
域
営
漁
計

画
推
進
特
別
対
策
事
業
が
あ
り
、

町
と
し
て
も
上
乗
せ
補
助
を
行

う
。
ま
た
、
１
事
業
当
た
り
　１０

万
円
を
上
限
と
し
た
漁
協
、
漁

業
者
グ
ル
ー
プ
に
補
助
す
る
制

度
に
建
設
場
所
、
運
営
形
態
、

会
計
制
度
な
ど
の
調
査
・
検
討
、

　
、　

年
度
に
設
計
お
よ
び
建

２３

２４

設
、　

年
度
４
月
の
実
施
を
目

２５

標
に
行
い
た
い
。

　
財
政
計
画
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
り
、
平
成
　
年
度
か
ら
始

２３

ま
る
第
８
次
総
合
発
展
計
画
後

期
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

質
問
　
検
討
し
た
結
果
、
人
数

が
少
な
く
て
中
止
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
あ
る
か
。

佐
藤
副
町
長
　
平
成
　
年
度
は
、

２５

１
４
０
５
人
の
児
童
・
生
徒
数

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
平
成
　３０

年
度
に
は
、
１
１
０
０
人
程
度

に
な
る
予
想
で
あ
る
。
減
少
し

た
分
は
福
祉
関
係
な
ど
へ
の
活

用
も
検
討
し
て
い
く
。

山崎泰昌議員

学
校
給
食 平成２５年度を目標に

完全給食実施年度は

新
た
な
補
助
制
度
を
創
設

漁
業
者
へ
の
支
援
策
は

水産振興

議員９人が一般質問

アワビ選別作業の様子（大浦地区）
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質
問
　
産
業
振
興
に
つ
い
て
次

の
２
点
を
問
う
。

①
定
額
給
付
金
給
付
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
併
せ
、
思
い
切
っ
た

政
策
を
打
っ
て
は
。

②
中
心
市
街
地
新
規
出
店
者
経

営
支
援
事
業
の
内
容
は
。

沼
崎
町
長
　
　

①
定
額
給
付
金
の
給
付
に
併
せ

て
、
全
国
の
商
工
関
係
団
体

が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
を
検
討
し
、
自
治
体

が
支
援
す
る
動
き
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
本
町

も
、
地
域
消
費
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
関
係
団
体
と
打

ち
合
わ
せ
し
て
お
り
、
詳
細

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

②
商
工
会
が
、
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
を
促
進
す
る
た
め
、

現
在
未
利
用
の
店
舗
を
賃
借

す
る
新
規
出
店
者
に
対
し
、

開
業
時
の
初
期
投
資
の
緩
和

と
経
営
支
援
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
町
で
は
、
５
万
円
を

限
度
と
し
て
月
額
賃
借
料
の

２
分
の
１
相
当
の
額
を
　
カ
１２

月
間
支
援
す
る
。

質
問
　
本
町
の
人
口
は
２
万
人

を
切
り
、
民
間
に
よ
る
　
年
後

１０

の
人
口
予
測
は
１
万
７
０
０
０

人
台
ま
で
減
少
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
人
口
減
少
を
阻
止
す

る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
本
町
に
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
で
定

住
し
た
人
が
何
世
帯
・
何
人
い

る
か
。
ま
た
、
定
住
者
に
対
す

る
優
遇
措
置
は
。

沼
崎
町
長
　
団
塊
世
代
の
受
け

入
れ
な
ど
定
住
促
進
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
に
交
流
居
住

１８

の
促
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

農
林
水
産
業
就
業
希
望
者
へ
の

研
修
制
度
、
移
住
希
望
者
に
は

短
期
・
中
期
体
験
用
宿
舎
の
提

供
な
ど
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

山
田
同
郷
の
会
の
皆
さ
ま
に
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
県
の
移
住
促

進
策
の
展
開
に
併
せ
、
県
東
京

事
務
所
や
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ

と
連
携
し
て
田
舎
暮
ら
し
を
望

む
都
市
住
民
に
情
報
提
供
し
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

委
員
会
を
再
開
し
た
い
。　
　

　
定
住
促
進
で
移
住
さ
れ
た
人

は
３
人
で
あ
る
が
、
窓
口
に
お

い
て
転
入
者
の
転
入
理
由
な
ど

は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
な
い
た
め
、

何
世
帯
・
何
人
と
い
う
把
握
は

し
て
い
な
い
。
定
住
者
に
対
す

る
優
遇
措
置
は
特
に
設
け
て
い

な
い
。

三ヶ尻隆雄議員

定
住
促
進 必要に応じて委員会を再開

プロジェクトチームの創設

地
域
消
費
活
性
化
の
た
め
検
討

定
額
給
付
金
と
併
せ
思
い
切
っ
た
政
策
を

産業振興

定額給付金事務室が設置されました（役場３階）

町の考えを聞く



岩手県やまだ議会だよりＮｏ． １２４  平成２１年４月１５日発行（１５）

質
問
　
中
心
商
店
街
空
き
店
舗

活
用
事
業
に
対
し
助
成
・
支
援

し
て
い
く
と
あ
る
が
、
そ
の
具

体
的
内
容
は
。

沼
崎
町
長
　
商
工
会
が
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
促
進
す
る

た
め
、
未
利
用
店
舗
を
活
用
す

る
新
規
出
店
者
に
対
す
る
事
業

（
５
万
円
を
上
限
と
し
月
額
賃

借
料
の
２
分
の
１
相
当
を
　
カ
１２

月
間
）
を
町
が
支
援
す
る
。

質
問
　
旧
町
村
単
位
の
中
心
商

質
問
　
産
業
振
興
基
金
を
団
体

に
こ
だ
わ
ら
ず
個
人
に
も
適
応

し
、
未
曾
有
の
危
機
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
投
資
し
、　

年
後
の
本

１０

町
の
礎
を
築
く
と
き
で
は
。

宇
澤
産
業
振
興
課
長
　
産
業
振

興
基
金
の
対
象
は
団
体
の
み
で

あ
る
。
新
規
出
店
者
、
事
業
を

立
ち
上
げ
る
人
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
な
ど
に
あ
る
制
度
資
金

を
活
用
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問
　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
い
う
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

や
事
務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
「
事
務
事
業
の
見
直
し
や
研

修
の
充
実
を
図
る
」
と
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
内
容
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
の
か
。

沼
崎
町
長
　
経
験
を
持
っ
た
団

塊
の
世
代
の
大
量
退
職
が
は
じ

ま
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
、
職
員
自
ら
が
自
己

 研
  鑽
 に
努
め
る
と
と
も
に
、
必

け
ん
 さ
ん

要
な
知
識
・
技
術
の
習
得
や
専

門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
な

ど
に
参
加
す
る
こ
と
が
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

質
問
　
大
阪
府
を
は
じ
め
、
各

自
治
体
が
独
創
的
な
行
財
政
改

革
を
行
い
成
果
を
上
げ
て
い
る

が
、
本
町
の
独
自
施
策
は
。

沼
崎
町
長
　
平
成
　
年
度
に
組

１６

織
・
機
構
の
改
革
を
行
い
事
務

の
効
率
化
を
図
り
、　

年
度
か

１７

ら
　
年
度
ま
で
の
行
政
改
革
事

２１
項
の
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）
で
旅
費
日
当
額
の
引
き

下
げ
、
管
理
職
手
当
の
減
額
、

寒
冷
地
手
当
の
廃
止
な
ど
町
独

自
の
考
え
を
取
り
入
れ
な
が
ら

進
め
て
き
た
。

店
街
も
さ
び
れ
て
き
て
い
る
の

に
、
町
の
中
心
商
店
街
の
活
性

化
だ
け
で
い
い
の
か
。
町
全
体

と
し
て
の
商
店
街
活
性
化
策
も

必
要
で
は
な
い
か
。

宇
澤
産
業
振
興
課
長
　
商
工
会

と
は
協
議
し
て
お
り
、
各
地
区

の
要
望
な
ど
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
先
に
中
心
商
店
街
で
活

性
化
策
を
実
施
し
、
そ
の
状
況

を
見
な
が
ら
次
の
段
階
へ
進
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

豊間根信議員

産業振興

中
心
部
の
状
況
を
見
な
が
ら
次
の
段
階
へ

町
全
体
の
商
店
街
活
性
化
策

行政改革

管
理
職
手
当
の
減
額
な
ど
を
実
施

独
創
的
な
独
自
施
策

議員９人が一般質問

中心市街地のにぎわいを促進するため未利用
店舗の活用が望まれます（中央町）



岩手県やまだ議会だよりＮｏ． １２４  平成２１年４月１５日発行 （１６）

質
問
　
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
日
々

多
重
債
務
者
、
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
関
す
る
報
道
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
町

の
多
重
債
務
、
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
関
す
る
現
状
は
。

沼
崎
町
長
　
町
で
行
っ
て
い
る

多
重
債
務
相
談
は
、
平
成
　
年
２０

度
２
月
末
で
計
　
回
開
設
し
、

２２

相
談
件
数
は
延
べ
４
件
。
こ
の

う
ち
１
件
は
司
法
書
士
に
受
任

さ
れ
、
任
意
整
理
で
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
が
返
還
済
み
で
あ

る
。
平
成
　
年
度
か
ら
宮
古
振

２０

興
局
で
始
め
た
多
重
債
務
者
弁

護
士
無
料
相
談
の
　
月
末
現
在

１２

相
談
件
数
は
、
５
市
町
村
合
計

１
２
０
件
で
、
本
町
は
　
件
。

２４

　
振
り
込
め
詐
欺
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
最
近
町
内
で
被
害
が

発
生
し
た
。
町
や
警
察
、
防
犯

隊
が
注
意
喚
起
、
啓
発
、
さ
ら

に
は
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振

り
込
み
者
に
対
し
警
察
官
に
よ

る
声
掛
け
な
ど
を
実
施
し
た
が

残
念
で
あ
る
。
被
害
発
生
に
つ

い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
で
広

報
周
知
し
た
が
、
今
後
と
も
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
被
害
予
防
に
努
め
た
い
。

質
問
　
ア
メ
リ
カ
で
端
を
発
し

た
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
世
界
同
時
不
況
が
、
本
町
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
か
。

沼
崎
町
長
　
町
全
体
の
影
響
は
、

消
費
者
物
価
の
上
昇
で
あ
る
が
、

最
も
影
響
が
大
き
い
の
は
、
電

子
機
械
器
具
製
造
業
、
特
に
コ

ネ
ク
タ
ー
・
金
型
製
造
業
の
受

注
が
大
幅
に
減
り
、
雇
用
調
整

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
人
数
は
、
平
成
　
年
１

２１

月
　
日
現
在
、　

人
と
な
っ
て

２９

８６

い
る
。

質
問
　
こ
の
苦
境
を
乗
り
切
る

た
め
に
、
現
在
ま
で
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
消
費
者
物
価
の
上

昇
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
な

ど
へ
の
灯
油
購
入
費
助
成
を

行
っ
た
。
雇
用
に
つ
い
て
は
、

緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
よ
り
、

平
成
　
年
１
月
か
ら
３
月
末
日

２１

ま
で
延
べ
　
人
を
雇
用
し
た
。

３０

　
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
平

成
　
年
４
月
以
降
の
３
年
間
は
、

２１
継
続
的
な
雇
用
機
会
を
創
出
す

る
た
め
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業
と
、
短
期
雇
用

を
創
出
す
る
た
め
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
に
取
り
組
み
、
雇
用

を
確
保
す
る
。

道又秀悦議員

雇用対策

消
費
者
物
価
高
騰
と
雇
用
調
整
大
き
い

１
０
０
年
に
一
度
の
不
況
が
町
に
与
え
た
影
響
は

詐欺問題

最
近
町
内
で
発
生
・
・
・
残
念
で
あ
る

振
り
込
め
詐
欺
の
発
生
状
況

雇用を確保するため、緊急雇用創出事業を
実施しました（作業開始式の様子）

町の考えを聞く
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質
問
　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
は
、

災
害
時
の
支
援
活
動
、
都
市
と

地
方
の
文
化
、
人
的
交
流
経
済

交
流
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
山
田
～
宮
古
、
山

田
～
釜
石
間
の
 進
  渉
 状
況
や
今

し
ん
 ち
ょ
く

後
の
整
備
の
見
通
し
、
整
備
促

進
に
当
た
っ
て
、
宮
古
市
・
大

槌
町
・
釜
石
市
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

沼
崎
町
長
　
山
田
宮
古
間
で
進

め
て
い
る「
宮
古
道
路
」
は
、宮

古
市
金
浜
～
松
山
の
延
長
４
・

８
㌔
で
平
成
　
年
度
供
用
を
目

２１

指
し
て
い
る
。
山
田
釜
石
間
の

「
釜
石
山
田
道
路
」
は
、
釜
石
市

両
石
町
～
片
岸
町
の
「
先
行
整

備
区
間
」
４
・
６
㌔

で
、
平
成
　２２

年
度
の
供
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
の
整
備
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
の
情
報
に

よ
る
と
、
山
田
宮
古
間
は
ル
ー

ト
検
討
中
、
山
田
釜
石
間
は
釜

石
市
甲
子
町
～
両
石
町
の
区
間

を
計
画
中
。
ま
た
、
市
町
村
の

連
携
に
つ
い
て
は
、
三
陸
縦
貫

自
動
車
道
整
備
促
進
協
議
会
を

通
じ
て
、
各
方
面
へ
の
要
望
活

動
な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
連
携
を
強
め
、
整
備

促
進
に
努
め
て
い
く
。
　

質
問
　
本
町
の
第
一
次
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
就
業
者
の

高
齢
化
と
次
代
を
担
う
後
継
者

不
足
や
生
産
量
・
生
産
額
の
減

少
な
ど
に
よ
り
所
得
は
減
少
し
、

町
内
の
経
済
状
況
は
、
非
常
に

困
窮
し
た
状
態
で
あ
る
。

　
町
の
経
済
を
再
生
さ
せ
る
た

め
に
は
、
基
盤
産
業
で
あ
る
農

林
漁
業
、
商
工
、
観
光
業
を
持

続
可
能
な
も
の
に
再
構
築
し
、

町
民
所
得
の
向
上
と
独
自
振
興

施
策
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
推
進
体
制
を
構
築
す
べ
き

と
考
え
る
が
認
識
と
所
見
は
。

沼
崎
町
長
　
新
た
な
産
業
振
興

や
課
題
解
決
策
を
模
索
す
る
た

め
「
山
田
町
産
業
活
性
化
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
、
協
議
会

か
ら
は
、
平
成
　
年
　
月
末
を

２１

１０

め
ど
に
地
域
活
性
化
策
に
つ
い

て
、
提
言
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
年
度
に
は
、
仮
称

「
山
田
町
商
工
業
懇
話
会
」を
立

ち
上
げ
、
経
済
・
金
融
の
情
勢
、

各
商
工
業
の
生
産
動
向
、
経
営

戦
略
・
産
業
技
術
な
ど
の
情
報

交
換
を
行
い
、
行
政
施
策
に
反

映
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
る
。

山﨑幸男議員

産
業
振
興 協議会などから提言

町の経済再生策は

現
在
ル
ー
ト
検
討
中
で
あ
る

山
田
～
宮
古
間
の
見
通
し

道路行政

議員９人が一般質問

山田道路以北の早期整備が望まれています
（山田インター出口付近）
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質
問
　
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
基
金
事
業
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
具
体
案
は
。

沼
崎
町
長
　
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
事
業
は
、
雇
用
期
間
が

原
則
１
年
以
上
で
、
町
が
民
間

企
業
に
委
託
し
て
実
施
す
る
。

　
４
月
か
ら
は
、
農
事
組
合
法

人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
山
田
の
販
路

拡
大
戦
略
な
ど
の
取
り
組
み
で

１
人
、
町
観
光
協
会
の
観
光
情

報
提
供
へ
の
取
り
組
み
で
１
人
、

計
２
人
の
雇
用
を
委
託
予
定
。

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、
雇

用
期
間
が
６
カ
月
未
満
で
、
町

が
直
接
実
施
す
る
か
民
間
企
業

な
ど
に
委
託
し
て
実
施
す
る
。

　
４
月
か
ら
は
、
町
が
直
接
実

施
す
る
事
業
と
し
て
、
資
源
ゴ

ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
指
導
と

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
に
年
間

４
人
を
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
運
営

補
助
に
１
人
を
雇
用
す
る
予
定
。

　
年
度
途
中
に
は
、
環
境
保
全

整
備
の
た
め
の
作
業
員
を
雇
用

す
る
計
画
を
立
案
中
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
課
で
想
定
さ

れ
る
交
付
対
象
事
業
例
に
沿
っ

て
検
討
し
て
い
る
。

質
問
　
本
年
の
２
学
期
か
ら
予

定
し
て
い
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

方
式
で
の
給
食
に
期
待
し
て
い

た
人
も
多
い
と
思
う
が
、
実
施

は
困
難
と
判
断
し
た
訳
は
。

岩
船
教
育
長
　
昨
年
　
月
実
施

１０

し
た
利
用
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、
毎
日
利
用
し
た
い
の
は

２
５
５
人
で
あ
っ
た
。
業
者
委

託
を
考
え
た
場
合
、
設
備
投
資

を
含
め
て
採
算
が
取
れ
な
い
こ

と
を
心
配
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
完
全
給
食
の

実
施
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
完
全

給
食
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討

を
進
め
る
。

質
問
　
全
額
個
人
負
担
と
せ
ず

調
理
運
搬
費
等
人
件
費
を
公
費

負
担
と
す
れ
ば
、
単
価
が
下
が

り
利
用
希
望
者
数
が
増
え
た
の

で
は
。

岩
船
教
育
長
　
先
進
地
で
あ
る

釜
石
市
の
方
式
を
参
考
に
し
て

実
施
を
考
え
た
。

質
問
　
完
全
給
食
実
施
に
つ
い

て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

沼
崎
町
長
　
平
成
　
年
度
か
ら

２１

　
年
度
に
か
け
て
建
設
場
所
、

２２施
設
規
模
、
建
設
主
体
、
運
営

形
態
、
会
計
制
度
な
ど
を
調
査

検
討
し
、　

年
度
に
実
施
設
計
、

２３

　
・
　
年
度
で
建
設
、　

年
度

２３

２４

２５

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
た
だ

し
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
が

大
前
提
と
な
る
。

黒沢一成議員

学
校
給
食 業者の採算がとれない

ランチボックス断念か

環
境
衛
生
と
産
業
振
興

緊
急
雇
用
創
出
の
具
体
案

雇用創出

町の考えを聞く

観光情報などを知らせる総合案内所が
設置されました（道の駅）
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質
問
　
安
心
で
き
る
地
域
医
療

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
重

要
課
題
で
あ
り
、
山
田
病
院
の

医
師
確
保
と
診
療
体
制
の
充
実

に
つ
い
て
県
に
要
望
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。

　
同
時
に
山
田
病
院
の
常
勤
医

師
の
過
重
負
担
を
軽
減
で
き
る

よ
う
、
適
切
な
受
診
に
つ
い
て

住
民
の
意
識
啓
発
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
地
域
に
合
っ
た
病

恒
常
的
に
当
直
業
務
の
大
半
を

少
な
い
常
勤
医
師
の
中
で
や
り

く
り
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
過
重
な
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

　
医
師
不
足
を
克
服
し
、
山
田

病
院
を
核
と
し
た
地
域
医
療
を

守
り
抜
く
に
は
、
地
域
の
開
業

医
と
の
地
域
医
療
連
携
に
よ
る

機
能
分
担
と
併
せ
て
、
開
業
医

に
よ
る
応
援
体
制
の
協
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実

現
に
努
力
し
た
い
。

質
問
　
教
育
行
政
を
問
う
。

①
生
涯
学
習
と
地
域
に
根
ざ
し

た
文
化
の
振
興
に
重
要
な
公

民
館
活
動
、
図
書
館
活
動
を

強
化
す
べ
き
で
は
。

②
就
学
前
お
よ
び
学
校
教
育
を

ど
う
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
第

３
期
沼
崎
町
政
の
最
終
年
度

に
は
ど
こ
ま
で
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
す
る
考
え
か
。

③
町
長
は
「
保
護
者
が
真
に
望

む
完
全
給
食
の
実
施
に
つ
い

て
、
今
後
、
調
査
・
検
討
」
す

る
と
い
う
が
、
教
育
委
員
会

も
そ
う
か
。

岩
船
教
育
長
　
　

①
公
民
館
活
動
は
、
町
民
の
自

発
的
な
学
習
に
変
り
つ
つ
あ

る
。
自
分
に
合
っ
た
手
段
や

方
法
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
図
書
館
は
、

現
状
で
は
限
界
が
あ
る
が
検

討
す
る
。

②
計
画
・
実
行
・
点
検
・
改
善

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全
国

や
岩
手
の
児
童
生
徒
の
生
活

習
慣
調
査
や
学
力
調
査
な
ど

の
平
均
値
を
上
回
り
た
い
。

③
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
完

全
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

院
と
開
業
医
の
機
能
の
分
担
、

協
力
体
制
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
病
院
・
開
業

医
・
歯
科
医
・
薬
剤
師
・
行
政

が
一
堂
に
会
し
て
、
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
話
し
合
う
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
し
な
が
ら
山
田
病

院
を
核
と
し
た
地
域
医
療
を
守

り
ぬ
く
取
り
組
み
を
展
開
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

沼
崎
町
長
　
山
田
病
院
で
は
、

佐藤照彦議員

山田病院

病
院
と
開
業
医
の
医
療
連
携
で

安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の
強
化

教育行政

自
分
に
合
っ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

公
民
館
・
図
書
館
活
動
の
強
化

議員９人が一般質問

山田病院を核とした地域医療の充実が期待されます
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―
山
田
の
未
来
に
望
む
こ
と
は

　
町
が
活
気
を
取
り
戻
し
て
明

る
い
町
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
山
田
に
は
誇
れ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
海
・
山
の

特
産
物
、
南
国
を
思
わ
せ
る
海

水
の
透
明
度
と
砂
浜
が
素
敵
な

オ
ラ
ン
ダ
島
、
年
に
一
度
の
秋

祭
り
な
ど
…
。

　
こ
れ
ら
魅
力
あ
る
も
の
を
全

国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い

の
で
、
わ
た
し
た
ち
も
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
山
田
の
魅
力
を
伝

部　長

村木 詩  音 さん
し のん

５

山
田
高
校
書
道
部

議員出欠表 ◎病気入院　□公務欠席

△遅刻早退　○自己都合

や
ま
だ
議
会
だ
よ
り
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発
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g
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発
　
行
／
岩
手
県
山
田
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

「
や
ま
だ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

大
豆
油
イ
ン
キ（
植
物
油
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（２０）

▼
春
で
す
、
野
球
で
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
高
校

野
球
と
う
れ
し
い
出
来
事
が
続
き
ま
し

た
▼
鳥
が
さ
え
ず
り
、
花
は
咲
き
誇
り
、

国
に
よ
る
定
額
給
付
金
事
業
も
決
定
し
、

町
内
で
は
恒
例
の
「
カ
キ
ま
つ
り
」
に

加
え
、「
ア
サ
リ
ま
つ
り
」
が
復
活
、
さ

ら
に
「
花
ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
さ
に
行
楽
の
春
で
す
▼
ゴ
ミ
を
分
別

す
る
種
類
が
増
え
ま
し
た
。
最
初
は
面

倒
で
も
慣
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
が
当

た
り
前
に
な
り
ま
す
。
チ
リ
も
積
も
れ

ば
山
と
な
る
、
地
球
環
境
を
守
る
た
め

私
達
に
で
き
る
小
さ
な
エ
コ
で
す
▼
山

田
病
院
は
常
勤
内
科
医
不
在
に
、
行
政

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
側
も
医

師
に
負
担
を
か
け
な
い
取
り
組
み
が
必

要
で
す
▼
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分
に

は
春
が
来
て
い
な
い
と
い
う
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
他
人
の
幸
せ
や
自
然
、

あ
る
い
は
詩
か
ら
元
気
を
も
ら
い
な
が

ら
、
あ
き
ら
め
ず
に
日
々
の
小
さ
な
努

力
を
積
み
重
ね
て
い
れ
ば
、
あ
な
た
に

も
春
は
や
っ
て
来
ま
す
。
　
 　（
黒
沢
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長
　
　
昆
　
　
　
暉
　
雄

委
 員
  長
　
　
生
　
駒
　
利
　
治

副
委
員
長
　
　
黒
　
沢
　
一
　
成

委
　
　
員
　
　
小
　
林
　
　
　
隆

　

〃
　

　
　
豊
間
根
　
　
　
信

　

〃
　

　
　
稲
　
川
　
勝
　
憲

　

〃
　

　
　
山
　
崎
　
泰
　
昌

議会ア・ラ・カ・ル・ト
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪回回回回

あ

と

が

き

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
目
標
（
夢
）
は

　
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
良
い
成
績
を
収
め

る
こ
と
、
毎
月
行
わ
れ
る
日
本
習
字
教
育

財
団
の
検
定
で
昇
級
・
昇
段
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
。

　
今
年
は
、
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
が
宮
古
地
区
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
る

の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
日
々
の
練
習
に
励
み
な
が
ら
、
全
国

高
文
祭
に
出
展
し
て
入
選
で
き
る
よ
う
、

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
山
田
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　
緑
が
き
れ
い
な
山
や
オ
ラ
ン
ダ
島
が
浮

か
ぶ
海
…
。
こ
の
自
然
が
す
ご
く
大
好
き

で
す
。

　
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
違
っ
た
景
色
を
見

せ
て
く
れ
る
自
然
を
い
つ
ま
で
も
、
い
つ

ま
で
も
わ
た
し
た
ち
が
見
て
い
ら
れ
る
よ

う
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

欠 席 者 等 氏 名本会議種別月　日

欠席者等なし第１回定例会２月１９日

◎佐　藤　忠　暉〃３月４日

◎佐　藤　忠　暉〃３月５日

◎佐　藤　忠　暉
○佐々木　良一郎

〃３月６日

◎佐　藤　忠　暉〃３月１２日

目指せ全国
高文祭！山

田高校書道
部
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